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校長 阿部 敦子 

令和５年度、これまでと大きく異なったのは新型コロナウイルス感染症の第５類への移行で

す。新型コロナウイルスが未知であった期間は、３密（密閉、密集、密接）を避け、校歌を歌

う声も学校から消えた期間でした。益田高校校歌の歌詞は、詩人佐藤春夫氏が森鴎外の句碑除

幕式出席後、津和野町から本校に立ち寄られ、帰りの列車で一気に書き上げられたと聞きます。

当時の学校周辺の恵まれた自然環境、美しい高津河畔、正門前の湿田に咲く蓮の花に強く印象

付けられたそうです。蓮は泥水から生まれながらも、真っすぐに伸び、高貴な花を咲かせます。

苦労や困難や悲しみがあればこそ、そこから立ち上がった後には清らかな大輪の花があるのだ

と我々の校歌が歌っているのです。“濁りに染まぬ蓮植ゑぬ”この校歌を、胸を張り益高生の

誇りをのせて、声高く歌える毎日を送っていきましょう。 
 

教務部長 山田 忠幸 
新学習指導要領が施行して２年が経ち、授業風景や生徒のスキルに明らかな変化がみられる

ようになりました。殆どの授業でグループワークやペアワークが日常化し、協働して疑問を解

決していくスタイルが定着しました。授業中に居眠りする生徒は激減しています。一人一台端

末を利用して、課題の提出やインターネットによる調べ学習、スライドの作成などを当たり前

に行うなど、数年前には考えられなかった状況です。（一方で、端末忘れや故障、黙って聞く授

業が苦手など新しい課題はありますが…） 

さて、観点別評価から見えてきた傾向があります。通知表に「ＡＢＡ」が多くないですか？ 

これは、「思考力・判断力・表現力」を鍛えなさいというメッセージです。文科省は、「思考力

とは学習で得た知識や技能を活用して、実際に課題の解決について考える力」としています。

結局、知識や理解を前提にしているのです。思考力を問うために、模試や入試では、初見の資

料や膨大な文章、会話文を使った出題が増えました。それらに対応するために、まずは授業内

容を 100％理解して、しっかり議論を重ねてほしいと思います。令和６年度も共に励みましょ

う！ 
 

進路指導部長 小笠原 正林 
令和５年度の進路指導が終わろうとしています。 

３年生においては、多くの生徒の進路先が決まり、４月からの生活に期待に胸を膨らませて

いることでしょう。３年生の皆さんにとってこの益田高校で頑張ってきたことは必ず将来の財

産になると信じています。進路実現を果たすために朝早くから登校し、放課後遅くまで残って

勉強をしていたこと。面接試験や小論文試験に向けて、必死になって主体的に努力していたこ

と。長期休業中や連休にも関わらず、多くの補習を受講し、どの科目も手を抜くことなく努力

し続けたこと。これらのことは、皆さんにとって、必ず財産となります。そう信じています。 

１・２年生においては、入学時より進路実現に向けた取り組みが、ありとあらゆる場面で行

われていたことに気づいているでしょうか？校外での様々な研修や、進路に関する講演会や補

習も含めたすべての行事ももちろんそうですが、日々の授業や部活動、毎日１０分間の清掃な

どすべての益田高校での活動が、進路実現に向けた取り組みです。そしてこうした取り組みに

生徒の皆さんが主体的に必死になって取り組んでくれるかどうかがとても重要です。 

来年度もまた、生徒・保護者・教員一丸となって第１志望合格率 100%を目ざして頑張ってい

きましょう!!皆さんの健闘を祈ります。 

※今年度の進路実績は、後日昇降口に掲示しますので是非見てみましょう。  
 

 

いわみの   

（益高だより） 



生徒部長 中村 展久 
今年度の１学期終業式に二つの話をしました。「規則を守ることの大切さ」と「自分の行動

に責任を持つこと」です。１年生には高校に入学して新しい仲間や環境の中での生活、２年
生には学年が上がり部活動など学校の中心的役割を担う立場としての生活を振り返ってもら
うために話をしました。この二つについて、今年度１年間を振り返ってみてどのように評価
するでしょうか。しっかりと自分自身をコントロールして行動ができた人もいれば、甘さや
誘惑に負け、いい加減な行動になってしまった人もいるのではないでしょうか。 

益田高校の目標にもあるように、学習面だけでなく生活面においても主体性が求められて
います。決められたことや言われたことを行動するだけでなく、その時々の状況を判断して
どのような行動をすべきなのかを考え、その行動や結果に責任を負うことができるのが主体
性です。４月になると新しい学年での益田高校生活がスタートします。この１年間よりもさ
らに主体的に行動ができ充実した高校生活になるよう、理想とする自分の姿をぜひイメージ
してみてください。どのような姿が思い浮かびますか。その姿を目指して、春休みを良い準
備期間にしてください。 

 
第１学年主任 山田 伸太郎 

令和５年度入学生にとって、最初の１年があっという間に終わろうとしています。新入生
と呼ばれたのははるか昔のこと、益高生として着実な１歩を踏み出し、成長してきた過程を
隣で見ていて、最近では皆さんのことを誇らしく思っています。 

１年生の大きな課題は、生活習慣の確立ではなかったでしょうか。学習時間の確保、学習
と部活動とのバランスなど、膨大な学習内容の習得とともに、自ら選択した部活動や研究、
趣味への取り組みをすべて成し遂げるには、相当な努力があったものと思います。その過程
で培ったものはおそらく主体性だったのではないでしょうか。出された課題をこなし、指定
された練習日に練習するような、誰かにコントロールされた毎日では自分の望む成長はあり
ません。重点的に取り組む教科、身につけたい知識・技術が明確である人ほど、そこに費や
す時間を捻出するために工夫して取り組めています。これこそ主体的に学ぶ高校生の姿であ
り、自分を伸ばすことができる人材であると思います。 

益田高校は忙しいという声をよく聞きます。だからこそ、受動的な忙しさに苦しむのでは
なく、主体的な忙しさを楽しめる皆さんの、２年生でのさらなる飛躍を期待しています。 

 
第２学年主任 廣田 理史 

2 年生の皆さんが、部活動の新チームの運営や生徒会活動の中心となって活躍した令和５年
度が終わろうとしていますが、どんな１年間だったでしょうか。  

さて、イソップ童話の「ウサギとカメ」のお話の中で、足の速いウサギが足の遅いカメに負
けてしまうことを皆さん知っていると思います。このことについてある本の中で次のような問
いが紹介されていました。【ウサギとカメは、それぞれ何を見ていましたか？】 

この問いに対して皆さんはどんなことをイメージしますか。いろいろなことをイメージされ
るのではないかと思います。ウサギがボーっとしていたから。カメが実は足が速かったとか（ス
ッポンは無茶苦茶速いの知っていますか？）・・・ 

カメが見ていたものは、「ゴール」で、ウサギは、「ゴール」を見ないで目の前の「カメ」を
見ていたのではと本の中では紹介されています。この本を読んだときに改めて「なるほどー」
と考えさせられました。この話を、2 年生の皆さんに重ねて考えてみると・・・ 

今日から皆さんが進路目標というゴールに向かって努力する際、周囲の状況に惑わされずに、
ゴールを目指し、コツコツと粘り強く進んでいくこと。そうすれば、大きな進路目標の実現に
つながるんだと。 

人それぞれタイプは違うと思います。カメタイプの人は、粘り強くコツコツと、ウサギタイ
プの人はより遠くを目指してジャンプを。「ゴール」を目指して頑張る新 3 年生の皆さんをこ
れからも引き続き応援していきます！ファイト－！ 

 
第３学年主任 奥野 昌明 

進級後初の学年集会で、「嵐」のリーダーだった大野智さんの次の言葉を取り上げました。 
『才能の差は小さいが、努力の差は大きい。継続の差はもっと大きい』 

そして今年の３年生は努力に努力を重ね、自分たちの夢や目標を達成したのは皆さんご存じ
の通りです。益田高校は『伸びる・伸ばす』の合言葉のもと、勉強だけではなく部活動や探
究活動など自分に合った場所で活躍することができます。自分自身を信じて、誇りを持って
これからの益高生活を送ってください。 

１、２年生の皆さんで目にした人もいるかもしれませんが、私は教室棟廊下の移動黒板に
毎月スローガンを載せていました。12 月は『志望校は逃げない。逃げるのはいつも自分』で
した。共通テストを１ヶ月後に控えた３年生にとってドキッとする表現でしたが、彼らを鼓
舞するつもりで掲示しました。なぜなら、受験に立ち向かうには学力はもとより、心の強さ
が必要だからです。「志望校に絶対合格するぞ」という固い決意があってこそ、どんなにつら
いことでも乗り越えることができます。それは他の場面でも同じです。何かで挫けそうにな
ったときはこのスローガンを思い出し、「志望校」の部分を他の言葉に置き換えてみてくださ
い。新２、３年生の皆さんの活躍を期待しています。 

 



artⅡ Graduation Work 
美術Ⅱ選択者の作品を昇降口に展示しました。 

 

 
     
奥野 晴之 先生（教頭・数学） 

２年間の益田高校での勤務は私にとってとても良い時間でした。生徒の皆さんのひたむきに
目標に向かって努力する姿に、毎日元気をもらいました。感謝の気持ちでいっぱいです。 

皆様のこれからの学校生活がさらに良いものとなることを、そして益田高校が今以上に素敵
な学校になることを願っております。お世話になりました。ありがとうございました。 

石田 知 先生（事務） 
２年と半年という期間でしたが、益田高校での仕事を経験する中で、学ぶことが多々あり、

成長させてもらいました。ありがとうございました。失敗は宝という言葉があります。益高生
の皆さんは、これからも色々な失敗を経験されると思いますが、失敗に対して悩み考え解決す
ることで、自分の力になっていきます。この力が宝です。これからも、どんどんチャレンジし、
失敗から宝を手に入れて下さい。応援しています。 

 

  
森川 政広 先生（事務長） 

３年間、事務長として益田高校の皆さんの教育環境整備等に従事させていただきました。 
赴任時、校舎等の老朽化が酷く、「何とかしなければ」と感じたことが昨日のことのように

思い出されます。それからは、日々、少しずつでも綺麗な学校になればと思いながら過ごして
いました。まだまだ、やり残した箇所が多いのが心残りです。 

直接、皆さんと関わる機会は少なかったですが、益高生は「礼儀正しく」、「勤勉」で「素直」
な生徒が多いと思います。 

これからも益田高校の伝統を守りながら、日々の学校生活を送ってください。 
ありがとうございました。 

武藤 立樹 先生（主幹教諭・地歴公民/公民） 
益高には３年間勤務させていただきました。勉学に部活に真摯に取り組む益高生の姿に学ば

せていただきました。益高に勤務させていただいたことに本当に感謝の気持ちでいっぱいです。
ありがとうございました。 

さらなる高みを目指して生徒のみなさんが日々精進されることを祈念して次の言葉を贈り
ます。どうぞみなさん、お元気で。 

「最高の勝利は自分を乗り越えること」 プラトン 

俵 伸之 先生（国語） 
高校生の頃、益高で一番好きだった場所は、美術室を出て階段を二階へと降り始めるところ

だった。２段の窓によるあの解放感は格別なものだと、今改めて感じている。そうした記憶が
よみがえったのも、美術部副顧問に偶々なったおかげかなと思っている。３年間、いろいろと
ありがとうございました。 

柿田 訓宏 先生（地歴公民/世界史） 
４年間、大変お世話になりました。生徒のみなさんとの何気ない会話がとても楽しかったで

す。益田高校で勤務できて本当によかったです。ありがとうございました。みなさんの今後の
さらなる活躍を期待しています！ 

大溢 貴巳 先生（地歴公民/地理） 
最近読んだ本の一部を皆さんに送る言葉とします。 

「迷い悩んだ時や、うまくいかない時には、ぜひ一人の時間を作ってみてください。自分
と向き合い、何が足りないのか考え、克服するために今より少しだけ頑張る。それを続け
れば、今が苦しくても、絶対に幸せな日が訪れます。」（『栄光のバックホーム』より引用） 

転任される方 

退職される方 



松田 有平 先生（数学） 
益田高校に赴任して４年が経ちました。益田での４年間を振り返ると、学校・剣道・天心の

３つに支えられており、とても充実していました。（笑）今では益田が第２の故郷となり、この
地を離れることに寂しさを感じます。 

私にとって、別れとは一番苦手なものです。また会いましょう。 
２年生！剣道部！大好きです。ありがとう。 

橋本 優 先生（数学） 
１年間お世話になりました。授業や行事等を通して皆さんと関わることができ、とても楽し

かったです。部活動や勉強に熱心に取り組む皆さんに、たくさんのパワーをもらいました。こ
の先、大変なこともあると思いますが、物事を前向きにとらえ、様々なことに興味を持ち、多
くの人と関わり、有意義な学校生活を送ってほしいと思います。皆さんの活躍を楽しみにして
います。 

和﨑 葵 先生（理科/物理） 
 みなさんと過ごした 1 年はあっという間で、とても充実したものでした。勉強や部活、課題
探究・課題研究など日々忙しい中でも、一所懸命に取り組むみなさんの姿を見て、私自身勇気
づけられていました。少し離れた場所からにはなりますが、みなさんの成長を応援しています。 

白上 真飛 先生（理科/化学） 
あっという間の 1 年間、生徒たちや先生方から様々なことを学ぶ日々でした。未熟な所が多

く中々期待に応えられないこともありましたが、益田高校で過ごした時間すべてが自分の成長
に繋がっていると感じています。また戻ってくる時に、より成長した姿を母校に見せられるよ
う、これからも頑張っていこうと思います。短い期間ではありましたがお世話になりました。 

中村 展久 先生（保健体育） 
5 年間の勤務の中で、制服のリニューアルに関わったり、市民体育館で演劇をしたりとこれ

までにない経験をたくさんさせていただきました。母校で日々楽しく素敵な時間を生徒の皆さ
んと過ごさせてもらい、本当にありがとうございました。これからも益田高校を応援していき
ます！ 

三成 俊介 先生（芸術/音楽） 
益田高校での４年間は本当に幸せな時間でした。素直な生徒のみなさん、頼れる教職員のみ

なさんに恵まれたからだと思います。元気が一番大事です。みなさんお元気で。４年間ありが
とうございました。 

和﨑 陽子 先生（英語） 
 あっという間の６年間でした。勉強や部活に一生懸命取り組み、壁にぶつかってもなん
とか乗り越えようと努力する皆さんの姿に、勇気と刺激をもらい続けました。キヌヤで会
ったら声かけてくださいね。これからもみなさんのことを応援しています！  

齋藤 大雅 先生（英語） 
益田高校５年間で、私も様々な経験をさせていただきました。ありがとうございました。今

後はＯＢとして、益高生を応援します。充実した高校生活にしてください。 

澤江久美子 先生（家庭） 
念願だった母校で勤務することができ、とても幸せな 7 年間でした。皆さんの笑顔や明るさ

に助けられながらとても充実した時間を過ごすことができました。本当にありがとうございま
した。今後は益高 OG として、地域住民の一人として皆さんの活躍を見守り、応援していきた
いと思います。 

曽根 裕子 先生（学校アシスタント） 
大変短い間でしたが、ありがとうございました。顔を見掛けて、笑顔で挨拶していただける

のが、とても嬉しかったです。 
どうかこれからも自分を大切に、周りの人と頼り頼られながら、遊びや学びでいっぱいの毎

日をお過ごしください。 
 
 
R6 年度の第 1 学期始業式は 4 月 8 日（月）です。皆さんの登校を待っています。 
 
 

 
 
                              

益田高校ホームページ https://www.masuda.ed.jp/ 

益田高校インスタグラム https://www.instagram.com/masuda_high_school/ 


